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福岡生まれ、東京育ち。早稲田大学第一文学部卒業後、
桐朋学園大学を経て 1992年ウィーン国立音楽大学指揮
科に入学。指揮を高階正光、カール・エスターライヒャー、
ウロシュ・ラーヨヴィッチ、湯浅勇治の各氏に師事。
1995年から 3年連続してイタリア・シエナのキジアーナ音
楽院の指揮科受講生としてイリヤ・ムーシン、ユーリ・テ
ミルカーノフ、チョン・ミョンフン、ジャンルイジ・ジェル
メッティ各氏の指導を受ける。1997年同音楽院より最優
秀受講生に贈られる「フランコ・フェラーラ大賞」を授与
され、1 年間ジェルメッティ氏のアシスタントとしてロンド
ン・コヴェントガーデン、ミュンヘン・フィルハーモニー
管弦楽団等に同行し研鑽を重ねる。また、2001年より1
年半にわたりイタリア・フィエーゾレ音楽院においてカル
ロ・マリア・ジュリーニ氏より定期的に指導を受けた他、
ヨルマ・パヌラ、ネーメ・ヤルヴィ両氏の下で研鑽を積む。
　1996年プロコフィエフ国際指揮者コンクール第 3位。
2000年ミトロプーロス国際指揮者コンクール優勝。これま
でにヴェニスのフェニーチェ歌劇場管弦楽団、サンクト・
ペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団、オランダ放送
管弦楽団、ウィーン室内管弦楽団、イギリス室内管弦楽
団を始め、イタリアを中心にヨーロッパ各国のオーケスト
ラへ客演。日本に於いては 2001年に大阪交響楽団を指
揮してデビュー。これまでに札幌交響楽団、仙台フィルハ
ーモニー管弦楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、
東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団、日本フィルハ
ーモニー交響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、
セントラル愛知交響楽団、中部フィルハーモニー交響楽団、
愛知室内オーケストラ、関西フィルハーモニー管弦楽団、
九州交響楽団等を指揮している。近年はイタリア・パドヴ
ァ管弦楽団、フランス国立ロワール交響楽団、ブラジル・
ポルトアレグレ交響楽団等に客演。
　大阪交響楽団とは 2004年 1月の正指揮者就任以来、
2011年 4月からは常任指揮者として足掛け 15年間、ベー
トーヴェン、シューベルトからブラームス、マーラーを経
てツェムリンスキー、フランツ・シュミット、コルンゴルト
に至るウィーン世紀末のロマン派音楽を積極的にとりあげ
続けた。とりわけ 2013年 6月の第176回定期演奏会にお
ける「オール ハンス・ロット プログラム」は大きな反響
を呼び、同年の大阪文化祭賞を受賞した。ウィーン在住。

須田祥子
Sachiko Suda

6歳よりヴァイオリンを始め、桐朋学園大学在学中にヴィ
オラに転向し、1998年同大学を首席で卒業。ヴァイオリン
を室谷高廣、ヴィオラを岡田伸夫の各氏に師事。
　1997年、第 7回日本室内楽コンクール、1999年、第 7
回多摩フレッシュ音楽コンクール、1999年、第 23回プレ
ミオ・ヴィットリオ・グイ賞国際コンクール、2000年、第
2回淡路島しづかホールヴィオラコンクールの全てのコンク
ールで第1位優勝。
　皇居内御前演奏会、トッパンホール ランチタイム コン
サート、日本演奏連盟リサイタルシリーズ、FMリサイタル、
B→C、ヴィオラスペース等、数多くのソロ・室内楽の演奏
活動を行なっている。特に、「日本の作曲家 2001」及び
オーケストラ・アンサンブル金沢との演奏などは、
NHK-FMでも紹介され高い評価を得た。宮崎国際音楽
祭、鎌倉ゾリスデン、サイトウ・キネン・オーケストラ等
に度々出演。2008年には「友情の架け橋コンサート」で
チョン・ミョンフンと共演するなど、彼が最も信頼するア
ーティストの一人である。
　2015年5月の「題名のない音楽会」及び 2016年11月
の「ららら♪クラシック」のヴィオラ特集、同月の「題名
のない音楽会」の「弦楽四重奏特集」に加え、2021年
5月「オーケストラの黒幕楽器を知る休日」に出演。
2016年 1月には「報道ステーション」で白川氷柱群の前
からヴィオラだけのソロ演奏が生中継された。また、
2018年 6月にNHK-FM「きらクラ」の水戸での公開収
録に、2020年 2月には「今日は一日ビオラ三昧」にゲス
ト出演。
　現在、東京フィルハーモニー交響楽団首席奏者、日本
センチュリー交響楽団首席客演奏者、アクロス弦楽合奏
団、ザ・シンフォニエッタみよしのメンバーを務める他、ヴ
ィオラ演奏集団「SDA48」を主宰。洗足学園大学非常
勤講師として後進の指導にも当たっている。レッシュ 4ス
タンス理論マスター級トレーナー。
　ソロアルバム「ビオラは歌う」シリーズ、SDA48「び
おらざんまい」「ヴィオラ・インフィニティ」をリリース。
　ブルーメン・フィルハーモニーとの共演は、バルトーク
のヴィオラ協奏曲、ヒンデミット「白鳥を焼く男」に続き
3度目。これで三大ヴィオラ協奏曲制覇となる。

シベリウス：交響曲 第2番

　交響詩「フィンランディア」を初演した 1900年、シベ
リウスはヘルシンキ・フィルのパリ万博遠征公演に随行し
ヨーロッパ各国で交響曲第 1番（改訂版）を披露した。
これによりシベリウスはフィンランドを代表するシンフォニ
ストとして国際的な評価を確立し作曲家としてのキャリア
に大きな収穫を得るが、同年に予期せぬ不幸にも見舞わ
れてしまう。三女キルスティの死である。愛娘がチフスに
よって僅か1歳3ヶ月でこの世を去ったことにシベリウスは
打ちひしがれ、酒に溺れる。この状況を見かねたパトロ
ンで親友のアクセル・カルペラン男爵の勧めにより、シベ
リウスに第 2番やその後の交響曲に対して多大なインスピ
レーションを与えたあのイタリア旅行が 1901年に実現す
る。
　第 2番は、民族ロマン主義の要素と古典主義的の要素
を併せた独自の作風が特徴的。構成は古典的な 4楽章
制をとり、ベートーヴェン以来の伝統的な「暗から明へ」
の構図を持つ。「暗」と「明」の世界が対立しながら、
最終的に「明」が「暗」を乗り越えて輝かしく曲が結ば
れる。シベリウスは交響曲という様式に対し複数の楽章
を結合・融合させ楽章数を圧縮する「形式構成の凝縮」
のアプローチを一貫して追求した作曲家で、第 7番では
単一楽章となるまでこの音楽語法を洗練させた。第 2番
では第 3楽章スケルツォと第 4楽章フィナーレが attacaで
結合しているが、これはベートーヴェンの交響曲第 5番を
踏襲したとする声がある。しかし、これはシベリウスによ
って踏襲に見せかけた「凝縮」と捉えた方が良いだろう。
　第2番の根幹には、ある重要なテーマが存在する。「死」
と「魂の救済」である。イタリア滞在中、二女ルースが
チフスに倒れたことでキルスティの死がシベリウスの中で
強烈なフラッシュバックとして蘇る。シベリウスはイタリア
で 4つの曲からなる連作交響詩『祝祭』や詩人ダンテの
叙事詩『神曲』に基づく管弦楽曲を構想している。この

2曲の完成は断念されるが、『祝祭』の楽想は主要主題、
『神曲』の楽想は副次主題としてそれぞれ第2楽章へ転用
されている（下記譜例）。『祝祭』の楽想スケッチにはドン・
ファン伝説になぞらえた「死」にまつわる文章が、『神曲』
の楽想スケッチには「キリスト」という「魂の救済」を
連想させる象徴的な言葉が書き添えられていた。これら
の楽想を転用していることから、シベリウスが「死」を強
烈に意識し、悲劇を超えて宗教的な境地まで高められた
感情（＝「魂の救済」）を曲に織り込んでいることが分か
る。ただし、シベリウスは交響曲を抽象的な音楽表現と
捉え、具体的な標題性を持つ交響詩とは明確に区別して
いた。そのため、第2番はシベリウスが特定の人物につい
て「死」と「魂の救済」を描いたというわけではもちろ
んない。第2番は「死」と「魂の救済」について抽象的
な領域まで高めたシベリウスの音楽表現である、と捉え
ることができるだろう。
　第 2番は初演でフィンランド国民に熱狂的に受け入れら
れ大成功を収めたが、その背景には当時フィンランドに
圧政を強いていたロシアに対して国家独立の気運が高ま
っていた政治情勢・社会情勢があった。フィンランド国
民は第2番に自民族の姿を投影し、高揚するナショナリズ
ムに都合の良い標題的な解釈をしてしまいその解釈が広
く流布してしまった。「現代の《エロイカ》（英雄）」と評
する批評家もいたほどである。しかし、シベリウスはこの
ような解釈に対して政治的な意図はないと明確に否定して
いる。シベリウスの交響曲に対するスタンスを見ても、少
なくとも政治的メッセージで国民を扇動する意図はないだ
ろう。後年シベリウス自身が語ったように、この曲は彼の
「魂の告白」以外の何物でもないのである。フィナーレの
最後に鳴り響く讃歌は、死に対する英雄的な勝利というよ
り救済された魂の喜びと祈りに感じられる。

（Vn. S.A.）

プログラム・ノート

ニールセン：序曲「ヘリオス」

　ヘリオスとは、ギリシャ神話の太陽神の名前であり、
ギリシャ語で太陽そのものを意味する言葉です。
　この曲は、デンマーク生まれのカール・ニールセン
（1865-1931）がギリシャを旅した際にエーゲ海の日の出
にインスピレーションを受け作曲したと言われます。内容
は演奏会用序曲というよりさながら交響詩。ただし、描
写するのは文学ではなく情景、そしてそこから紡ぎだされ
る物語としての神話です。故国の北欧とは全く異なる日の
出に激しく心を揺さぶられたのでしょう、眩い光や景色は
もちろんのこと、風や波が揺れ動く様子、満たされてい
く大気さえも見事に表現されています。
　曲の始まり、全てはまだ闇と静寂の中。遠くからコント
ラバスとチェロの不気味な海鳴りが聴こえてきます。やが
て、1本のホルンによる一筋の光が、ゆっくりとその姿を。
もう1本のホルンも木霊します。3本目、4本目の光も。
この「4」という数は、ヘリオスの駆る馬車の 4頭馬を象
徴的に表しているのかも知れません。本能に直接訴えか
けるような 4本のホルンによる美しいハーモニーが続く中、
ビオラが動きを奏で始め、空が徐々に白み始めます。オ
ーボエの温かい音は大気が温度を持ち始めたことを、そ
の背後の中低弦は海がやさしく波打つ様が見えてきたこと
を教えてくれます。第 2 ヴァイオリンのトリルはそよ風でし
ょうか。オーケストラの音域も徐々に上がっていきます。
そう、世界が目覚め始めたのです。
　そして、4本のホルンが今度は同時にテーマを斉奏し、
ついに太陽がその神 し々い姿を現します。トランペットの
輝かしいファンファーレに導かれたアレグロが、日が完全
に天に昇ったことを高らかに宣言します。
　中盤に登場するフーガも特徴的です。通常は先ず低音
域の楽器が主題を演奏し、次に中・高音域と順に移って
いくことが多いのですが、このフーガは初めに第 1 ヴァイ
オリンが突如プレストで激しい性格を秘めた主題を示し、
それに覆いかぶさるように第 2 ヴァイオリン、ヴィオラへと
受け継がれ、チェロ、コントラバスとたどり着いた先に、
文字通り火のついたような熱狂の渦になだれ込んでいくの
です。その頂点でティンパニソロによる力強い 3連符の連
打を経て、前半のアレグロのテーマが再現します。
　その後の日没は、冒頭を逆回しするよう。オーケストラ
は音域と音量を徐々に下げていき、ヴィオラとホルンが名
残を惜しむかのようにそれぞれ日の出の時と類似したメロ
ディを奏で、残光を表現します。最後はまたチェロによる
伸ばしです。が、もう不気味さはありません。全てのはじ
まりの音「ド」だからです。そしてそれは、明日もまた変
わることなく日が昇り一日が始まることを暗示しているので
しょう。          （Vn. K.K.）

ウォルトン：ヴィオラ協奏曲

　中音域を担う弦楽器として古くからオーケストラや室内
楽で用いられてきたヴィオラであるが、オーケストラをバッ
クに独奏楽器として華やかな技巧を披露する協奏曲は特
にロマン派時代には少なく、主要な作品は 20世紀以降
に集中している。なかでも代表的な曲として知られている
のが、バルトーク晩年の協奏曲、優れたヴィオラ奏者で
もあったヒンデミットの「白鳥を焼く男」という風変わり
なタイトルをもつ作品、そして本日演奏するウォルトンの
協奏曲である。
　本作は、イギリスの作曲家ウィリアム・ウォルトン
（1902-1983）により1929年に作曲され、先述のヒンデミ
ットの独奏により初演された。後年、作曲者自身により
オーケストラの規模を縮小しハープを加えるなどの改訂が
行われ、本日の演奏もこの改訂版によるものである。低
音から高音まですべての音域にわたりヴィオラの魅力が余
すところなく発揮されているが、とりわけ随所にみられる
中～高音域の透明感のある音色を活かした抒情的な旋律
がこの曲の際立った魅力であると感じる。

第 1楽章　仄暗い序奏のなかから、独奏ヴィオラによる
幻想的な第1主題が浮かび上がる。穏やかな第2主題は、
少しずつ形を変えながら独奏ヴィオラにより歌われる。歌
心に満ちた提示部に対し、展開部ではリズミックで推進
力をもった曲調も姿を見せる。その後ふたたびテンポを落
として主題が再現され、静かな余韻を残しつつ結ばれる。

第 2楽章　さまざまなキャラクターが顔を見せながら目ま
ぐるしく展開し、一気に駆け抜ける。多彩なリズムと巧み
なオーケストレーションにより聴き手に高揚感を呼び起こ
す、短いながらも印象的な楽章である。

第3楽章　全曲の半分近い演奏時間を占める第3楽章は、
冒頭のファゴットによるどこかユーモラスな第 1主題と、
独奏ヴィオラにより提示される、流れるような第 2主題を
中心に展開される。これらの主題による力強いフーガを
経てクライマックスを迎えると音楽は急激に静かになり、
第1楽章の主題が独奏ヴィオラにより切 と々回想され、静
寂のうちに幕を閉じる。

　ソリストの須田先生とは縁あって 1998年にバルトーク
の協奏曲をご一緒させていただいたのをきっかけに、
2001年には「白鳥を焼く男」、そして今回のウォルトンと、
四半世紀の時を経て主要な 3作品を共演する機会に恵ま
れた。貴重なご縁に感謝しつつ、久しぶりの共演を楽し
みたい。     　   （Va. T.I.）

　第2楽章 冒頭の主要主題

　第2楽章 副次主題 
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な領域まで高めたシベリウスの音楽表現である、と捉え
ることができるだろう。
　第 2番は初演でフィンランド国民に熱狂的に受け入れら
れ大成功を収めたが、その背景には当時フィンランドに
圧政を強いていたロシアに対して国家独立の気運が高ま
っていた政治情勢・社会情勢があった。フィンランド国
民は第2番に自民族の姿を投影し、高揚するナショナリズ
ムに都合の良い標題的な解釈をしてしまいその解釈が広
く流布してしまった。「現代の《エロイカ》（英雄）」と評
する批評家もいたほどである。しかし、シベリウスはこの
ような解釈に対して政治的な意図はないと明確に否定して
いる。シベリウスの交響曲に対するスタンスを見ても、少
なくとも政治的メッセージで国民を扇動する意図はないだ
ろう。後年シベリウス自身が語ったように、この曲は彼の
「魂の告白」以外の何物でもないのである。フィナーレの
最後に鳴り響く讃歌は、死に対する英雄的な勝利というよ
り救済された魂の喜びと祈りに感じられる。

（Vn. S.A.）

プログラム・ノート

ニールセン：序曲「ヘリオス」

　ヘリオスとは、ギリシャ神話の太陽神の名前であり、
ギリシャ語で太陽そのものを意味する言葉です。
　この曲は、デンマーク生まれのカール・ニールセン
（1865-1931）がギリシャを旅した際にエーゲ海の日の出
にインスピレーションを受け作曲したと言われます。内容
は演奏会用序曲というよりさながら交響詩。ただし、描
写するのは文学ではなく情景、そしてそこから紡ぎだされ
る物語としての神話です。故国の北欧とは全く異なる日の
出に激しく心を揺さぶられたのでしょう、眩い光や景色は
もちろんのこと、風や波が揺れ動く様子、満たされてい
く大気さえも見事に表現されています。
　曲の始まり、全てはまだ闇と静寂の中。遠くからコント
ラバスとチェロの不気味な海鳴りが聴こえてきます。やが
て、1本のホルンによる一筋の光が、ゆっくりとその姿を。
もう1本のホルンも木霊します。3本目、4本目の光も。
この「4」という数は、ヘリオスの駆る馬車の 4頭馬を象
徴的に表しているのかも知れません。本能に直接訴えか
けるような 4本のホルンによる美しいハーモニーが続く中、
ビオラが動きを奏で始め、空が徐々に白み始めます。オ
ーボエの温かい音は大気が温度を持ち始めたことを、そ
の背後の中低弦は海がやさしく波打つ様が見えてきたこと
を教えてくれます。第 2 ヴァイオリンのトリルはそよ風でし
ょうか。オーケストラの音域も徐々に上がっていきます。
そう、世界が目覚め始めたのです。
　そして、4本のホルンが今度は同時にテーマを斉奏し、
ついに太陽がその神 し々い姿を現します。トランペットの
輝かしいファンファーレに導かれたアレグロが、日が完全
に天に昇ったことを高らかに宣言します。
　中盤に登場するフーガも特徴的です。通常は先ず低音
域の楽器が主題を演奏し、次に中・高音域と順に移って
いくことが多いのですが、このフーガは初めに第 1 ヴァイ
オリンが突如プレストで激しい性格を秘めた主題を示し、
それに覆いかぶさるように第 2 ヴァイオリン、ヴィオラへと
受け継がれ、チェロ、コントラバスとたどり着いた先に、
文字通り火のついたような熱狂の渦になだれ込んでいくの
です。その頂点でティンパニソロによる力強い 3連符の連
打を経て、前半のアレグロのテーマが再現します。
　その後の日没は、冒頭を逆回しするよう。オーケストラ
は音域と音量を徐々に下げていき、ヴィオラとホルンが名
残を惜しむかのようにそれぞれ日の出の時と類似したメロ
ディを奏で、残光を表現します。最後はまたチェロによる
伸ばしです。が、もう不気味さはありません。全てのはじ
まりの音「ド」だからです。そしてそれは、明日もまた変
わることなく日が昇り一日が始まることを暗示しているので
しょう。          （Vn. K.K.）

ウォルトン：ヴィオラ協奏曲

　中音域を担う弦楽器として古くからオーケストラや室内
楽で用いられてきたヴィオラであるが、オーケストラをバッ
クに独奏楽器として華やかな技巧を披露する協奏曲は特
にロマン派時代には少なく、主要な作品は 20世紀以降
に集中している。なかでも代表的な曲として知られている
のが、バルトーク晩年の協奏曲、優れたヴィオラ奏者で
もあったヒンデミットの「白鳥を焼く男」という風変わり
なタイトルをもつ作品、そして本日演奏するウォルトンの
協奏曲である。
　本作は、イギリスの作曲家ウィリアム・ウォルトン
（1902-1983）により1929年に作曲され、先述のヒンデミ
ットの独奏により初演された。後年、作曲者自身により
オーケストラの規模を縮小しハープを加えるなどの改訂が
行われ、本日の演奏もこの改訂版によるものである。低
音から高音まですべての音域にわたりヴィオラの魅力が余
すところなく発揮されているが、とりわけ随所にみられる
中～高音域の透明感のある音色を活かした抒情的な旋律
がこの曲の際立った魅力であると感じる。

第 1楽章　仄暗い序奏のなかから、独奏ヴィオラによる
幻想的な第1主題が浮かび上がる。穏やかな第2主題は、
少しずつ形を変えながら独奏ヴィオラにより歌われる。歌
心に満ちた提示部に対し、展開部ではリズミックで推進
力をもった曲調も姿を見せる。その後ふたたびテンポを落
として主題が再現され、静かな余韻を残しつつ結ばれる。

第 2楽章　さまざまなキャラクターが顔を見せながら目ま
ぐるしく展開し、一気に駆け抜ける。多彩なリズムと巧み
なオーケストレーションにより聴き手に高揚感を呼び起こ
す、短いながらも印象的な楽章である。

第3楽章　全曲の半分近い演奏時間を占める第3楽章は、
冒頭のファゴットによるどこかユーモラスな第 1主題と、
独奏ヴィオラにより提示される、流れるような第 2主題を
中心に展開される。これらの主題による力強いフーガを
経てクライマックスを迎えると音楽は急激に静かになり、
第1楽章の主題が独奏ヴィオラにより切 と々回想され、静
寂のうちに幕を閉じる。

　ソリストの須田先生とは縁あって 1998年にバルトーク
の協奏曲をご一緒させていただいたのをきっかけに、
2001年には「白鳥を焼く男」、そして今回のウォルトンと、
四半世紀の時を経て主要な 3作品を共演する機会に恵ま
れた。貴重なご縁に感謝しつつ、久しぶりの共演を楽し
みたい。     　   （Va. T.I.）

　第2楽章 冒頭の主要主題

　第2楽章 副次主題 


